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議案第 １２９ 号 

 

 

平成２８年度 阿賀野市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号） 

 

 平成２８年度阿賀野市の公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）は、次に定めると

ころによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

第１条 歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ ３，３４７ 千円を減額し、歳入歳

出予算の総額を歳入歳出それぞれ ３，０５０，７７１ 千円とする。 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予

算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 （継続費の補正） 

第２条 継続費の変更は、「第２表 継続費補正」による。 

（地方債の補正） 

第３条 地方債の変更は、「第３表 地方債補正」による。 

 

 

 

 

 

 

平成２８年 ９月 ６日 提 出 

 阿 賀 野 市 長  田 中 清 善 

平成２８年 ９月２１日 議 決 

阿賀野市議会議長  石 川 恒 夫  



第１表 歳入歳出予算補正
歳入 （単位：千円）

款 項 補 正 前 の 額 補 正 額 計

補 正 さ れ な か っ た 款 項 に か か る 額

歳 入 合 計
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5 繰 入 金 886,696 53 886,749

1 一 般 会 計 繰 入 金 886,696 53 886,749

8 市 債 964,700 △3,400 961,300

1 市 債 964,700 △3,400 961,300

1,202,722 1,202,722

3,054,118 △3,347 3,050,771



歳出 （単位：千円）

款 項 補 正 前 の 額 補 正 額 計

補 正 さ れ な か っ た 款 項 に か か る 額

歳 出 合 計
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1 下 水 道 総 務 費 105,239 △3,384 101,855

1 総 務 管 理 費 105,239 △3,384 101,855

3 下 水 道 事 業 費 1,636,155 37 1,636,192

1 公 共 下 水 道 事 業 費 1,636,155 37 1,636,192

1,312,724 1,312,724

3,054,118 △3,347 3,050,771
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第 ２ 表   継 続 費 補 正  

 

 １ 変 更  （単位：千円） 

款 項      事 業 名 

補  正  前 補  正  後 

総 額 年 度 年割額 総 額 年 度 年割額 

３ 

下水道 

事業費 

１ 

公共下水道 

事 業 費 

地方公営企業

適用事業費 
65,374 

平成 

28年度 
24,882 

56,483 

平成 

28年度 
21,498 

平成 

29年度 
27,913 

平成 

29年度 
24,117 

平成 

30年度 
12,579 

平成 

30年度 
10,868 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１　変　更

第　３　表　　地　方　債　補　正

（単位：千円）

起債の目的

補　　　　正　　　　前 補　　　　正　　　　後

補正前
に同じ

利　　率

公営企業会計
適用債

限 度 額

　5.00％以
内
（ただし、
利率見直し
方式で借り
入れる政府
資金及び地
方公共団体
金融機構資
金につい
て、利率の
見直しを
行った後に
おいては、
当該利率見
直し後の利
率）

　
 政府資金
及び地方公
共団体金融
機構資金に
ついては、
その融資条
件により、
銀行その他
の場合には
債権者との
取り決めに
よる。
　市財政の
都合により
据置期間及
び償還期限
を短縮し、
もしくは繰
上償還又は
低利債に借
り換えるこ
とができ
る。

限 度 額

21,40024,800

普通貸借
の方法に
よる

起債の
方　法

補正前
に同じ

起債の
方　法

利 率
償還の
方　法

補正前
に同じ

償還の方法
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目

款

項

5 繰入金
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2 歳入 歳入歳出補正予算事項別明細書

補 正 前 の 額 補 正 額 計

5 繰入金

1 一般会計繰入金

1 一般会計繰入金

8 市債

1 市債

1 下水道事業債

歳 入 合 計

886,696

886,696

886,696

964,700

964,700

964,700

1,851,396

53

53

53

△3,400

△3,400

△3,400

△3,347

886,749

886,749

886,749

961,300

961,300

961,300

1,848,049



金 額区 分

説 明

節
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（単位：千円）

1

1

一 般 会 計 繰 入 金

下 水 道 事 業 債

53

△3,400

一般会計繰入金 53

公営企業会計適用債 △3,400



[款] 1 下水道総務費

[項] 1 総務管理費

３ 歳出

国県支出金

補正前の額 計
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地 方 債 そ の 他

特 定 財 源
一 般 財 源

目

補 正 予 算 額 の 財 源 内 訳

補 正 額

1一般管理費 105,239 △3,384 101,855 △3,400 16

(債) 公営企業会計適用債 △3,400



（単位：千円）

1 下水道総務費 （ 1 総務管理費 [ 1 一般管理費]）
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区 分

節

金 額

説 明

13 委託料 △3,384 ○ 地方公営企業適用事業費 ・・・・・・・・・・・△3,384
地方公営企業適用移行業務委託料 △3,384



[項] 1 公共下水道事業費

[款] 3 下水道事業費

国県支出金

補正前の額 計
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地 方 債 そ の 他

特 定 財 源
一 般 財 源

目

補 正 予 算 額 の 財 源 内 訳

補 正 額

1公共下水道整備
事業費

1,636,155 37 1,636,192 37



（単位：千円）

3 下水道事業費 （ 1 公共下水道事業費 [ 1 公共下水道整備事業費]）
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区 分

節

金 額

説 明

9 旅費 37 ○ 公共下水道事業費 ・・・・・・・・・・・・・・・・ 37
普通旅費 37



補正後

国県支出金 地方債

平成28年度 21,498 21,400

平成29年度 24,117 24,000

平成30年度 10,868 2,300

計 56,483 0 47,700

補正前

国県支出金 地方債

平成28年度 24,882 24,800

平成29年度 27,913 27,900

平成30年度 12,579 2,600

計 65,374 0 55,300

3　下水道
　 事業費

1 公共下水道
  事　業　費

地方公営企業
適用事業費

年　度 年割額

左　　の　　財　　源　　内　　訳

特　　　定　　　財　　　源

全　　　　体　　　　計　　　　画

款 項 事　業　名

3　下水道
　 事業費

1 公共下水道
  事　業　費

地方公営企業
適用事業費

継続費についての前々年度末までの支出額、前年度末までの支出額又は支出額の見込み及び当該年度以降の支出予定額並びに事業の進行状況等に関する調書

款 事　業　名項

全　　　　体　　　　計　　　　画

年　度 年割額

左　　の　　財　　源　　内　　訳

特　　　定　　　財　　　源
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（単位：千円）

その他

98 21,498 21,498 38.1

117 24,117 42.7

8,568 10,868 19.2

0 8,783 0 0 21,498 21,498 34,985 100.0

（単位：千円）

その他

82 24,882 24,882 38.1

13 27,913 42.7

9,979 12,579 19.2

0 10,074 0 0 24,882 24,882 40,492 100.0

継続費の総
額に対する
進捗率(％)

左　　の　　財　　源　　内　　訳

特　　　定　　　財　　　源
一般財源

全　　　　体　　　　計　　　　画

前々年度末
までの支出
額

前年度末ま
での支出(見
込)額

当該年度支
出予定額

当該年度末
までの支出
予定額

翌年度以降
支出予定額

前々年度末
までの支出
額

前年度末ま
での支出(見
込)額

当該年度支
出予定額

継続費についての前々年度末までの支出額、前年度末までの支出額又は支出額の見込み及び当該年度以降の支出予定額並びに事業の進行状況等に関する調書

全　　　　体　　　　計　　　　画

当該年度末
までの支出
予定額

翌年度以降
支出予定額

継続費の総
額に対する
進捗率(％)

左　　の　　財　　源　　内　　訳

特　　　定　　　財　　　源
一般財源
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